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【報告概要】　

入所・通所合同の行事を計画し、利用者様の日常生活の活性化、人間関係の広がりを図つて

　　きた。今年度は、慰問者を呼び演技を披露して頂くことの他に、利用者様主体(利用者様の演奏・発表など)・職員が出し物をするなどを意識して行事企画・運営を実施した。また、昨年の行事内容にとらわれず利用者様に楽しんで頂ける行事の企画を心がけ運営してきた。

【報告項目】　　
１．委員会の実施

２．入所・通所合同行事全般の企画・運営

　３．各フロア・他職種との連携

４．行事事前準備に関する職員への呼びかけ・指導

　
【報告内容】

１．委員会の実施

一年を通し毎月実施し、各行事の担当者が主となり注意事項やプログラム内容を細かく確認し合えた。また、行事当日は担当者同士の最終確認を行い、行事終了後は、反省点・意見などを会議であげた。

　２．入所・通所合同行事全般の企画・運営

《上半期》

	６月
	よもぎもち祭り(中止。その後お茶会として実施。)

	７月
	七夕祭り

	８月
	盆踊り大会(南山祭り改め)

	９月
	運動会・敬老会

	10月
	青仁会ふれあい祭り・秋の散策(収穫祭改め)


　《下半期》

	11月
	芸能鑑賞会

	12月
	クリスマス会・忘年会

	1月
	新年会・ふれあいの会

	2月
	豆まき大会・えんぶり鑑賞会

	3月
	ひな祭り

	4月
	芽吹きの会


6月よもぎもち祭り→民生委員の協力のもと計画し実行するのみであったが、この時期に施設内で発熱者が多く、利用者様の体調や今後のことを考え中止とした。その代わりに、少人数ずつ何グループかに分かれ、お茶会を開催。春をテーマに談話されるなど好評であった。

8月南山祭り→夏の雰囲気をより感じられるように盆踊り大会として企画・運営を行った。

10月収穫祭→苑外へ出て季節感を感じて頂くことを目的とし秋の散策として実施。天気も

良く気晴らしになったようである。

11月芸能鑑賞会→利用者様の大正琴と職員とで合奏を行った。利用者様の発表中心というスタイルをとり利用者様主体を心がけた。

12月クリスマス会→今までは、クリスマスプレゼントを皆様同じものを差し上げていたが今年度は、利用者様の希望の物をプレゼントするように企画した。

1月新年会→田面木老人クラブ・民生委員の皆様をお呼びし、餅つきやこま踊りを披露して頂いた。つきたてのお餅のお振る舞いは利用者様に好評であった。また、よもぎ餅祭りで老人クラブの皆様をお呼びすることができなかったので、きて頂く事ができよかった。

　ふれあいの会→ペットショップのブラックワン様の協力により、数匹の犬を連れて実際に触

れ合って頂く事ができた。あまり犬と触れ合う機会がなく、利用者様のいつもと違う表情をみることができた。地域の方をお呼びし交流を図ることができた。

2月豆まき大会→職員扮する鬼が各フロアをまわり驚かせるという形式とした。ホールに出てこられない方には居室をまわり節分の雰囲気を味わって頂いた。

　えんぶり鑑賞会→昨年度同様、上組町えんぶり組の方に来ていただき、えんぶりを披露し

　　　　　　　　　て頂いた。懐かしく、季節を感じるものとして好評であった。

3月ひな祭り→園児にきていただき、歌や踊りを披露して頂いた。また、職員による手踊り発表もプログラムに取り入れた。

4月芽吹きの会→慰問者を呼ばず、職員の出し物中心で利用者様に喜んで頂けるようプログラムを作成。

行事は、慰問者(保育園など)を呼び、歌・踊りを披露して頂くなど利用者様に喜んで頂ける行事を行っており、また利用者様に行事内で発表していだくなどのプログラムを多めに取り入れ企画している。職員が発表するなどのプログラムも取り入れ始めた。各担当者が責任を持ち話し合いを行い、今までの行事形態にとらわれず企画・運営などを実施することができている。

３．各フロア・他職種との連携

　　行事運営に関して、行事委員のみでなく各フロア職員や慰問先からの電話対応の窓口となる事務職員と連携を図っている。各フロアの職員と協力して取り組む必要があり行事委員担当者が中心となり指示を出した。

４．行事事前準備・レクリエーションに関する職員への呼びかけ・指導

　行事開催にあたり、利用者と職員の行事意識付け・行事に早めに慣れ親しんで頂く事を目

的に、行事企画内容に見合った事前レクリエーションを実施した。

《上半期》

6月　よもぎもち祭り(中止。お茶会として実施。)　→春についてのお話会

7月　七夕祭り　　　　　　　　　　　　　　　　　→七夕に関する歌の合唱・短冊作り

8月　盆踊り大会(南山祭り改め)　　　　　　　　　→盆踊りの練習

9月　運動会　　　　　　　　　　　　　　　　　　→玉いれの練習　

敬老会　　　　　　　　　　　　　　　　　　→長寿節合唱

10月　秋の散策(収穫祭改め)　　　　　　　　　　　→秋の歌合唱・装飾作り

《下半期》

11月　芸能鑑賞会　　　→大正琴の練習・合唱練習

12月　クリスマス会　　→合唱練習・クリスマスプレゼントを個々に考えて頂いたこと

　 忘年会　　　　　→一年を振り返る・来年の抱負などのお話会

1 月　 新年会　　　　  →新年、正月に関する回想法・合唱練習

　ふれあいの会　　 →犬のちぎり絵・動物に関する回想法

2　月　 豆まき大会　　 →鬼の面作り・節分に関する回想法

　 えんぶり鑑賞会 　→えんぶりについての回想法

3　月　 ひな祭り　　　　→合唱練習・ひな飾りなどの装飾作り

4　月　 芽吹きの会　　　→俳句作成・春についてのお話会

計画時に事前準備の実施手順を企画し、各フロアへの伝達、指導を行っており少しずつではあ

るが行事があるという意識付けができてきている。

事前レクによっては装飾として飾ることができ、利用者様も喜んでくださる方もいた。

しかし、日常の業務に取り入れるということで実施できていたり、できていなかったりした行事

もあった。

【来年度に向けて】

１．委員会の実施

　　　①昨年度同様に月に何回か話し合いを行い委員同士が意見交換を行う。行事の進行状況や更に利用者様に喜んで頂けるようにプログラムの改善・提案を行っていく。

　　　②行事担当者同士が連携をとり細めに話し合いを行うことを促していく。委員以外からで

　　　　も各フロア職員からの意見も取りいれていく。

　２．入所・通所合同行事全般の企画・運営
①内容を密にする為にも、計画書作成・提出は１ヵ月以上前に提出を、報告書は行事後

の反省点・改善点を記載し来年の行事企画・運営へと繋げる。

②今年度の新人職員が中心となり行事企画・運営を行えるよう行事マニュアルに基づき委員同士で指導を行っていく。

３．各フロア・他職種との連携

　　①行事の際、各部門へ早めに計画書を配布し、意識づける。

②当日のホール設営や利用者様の移動は各フロア職員の協力が必要である為、当日の出勤

職員(リーダー)と会議の場などで打ち合わせを行うことを徹底する。

　　③味覚の点からおやつや飲み物など季節感を出したい場合、栄養士に相談することがある為、連絡を密にし相談する。

４．行事事前準備・レクリエーションに関する職員への呼びかけ・指導

　　①事前レクリエーションを行うことにより意識付けができてきているが徹底されていない。計

　　　画書へ事前レクリエーションの内容・担当者などの記載を細かく行い、行事近くになった担

　　　当から呼びかけを行い、レクリエーションの時間やその他の空き時間に行えるよう指導をし

ていく。各フロア職員への協力を依頼する。

②事前レクの反応・改善策を写真と共に報告書に記載する。

５.　行事形態・プログラムの検討

　　今までは、南山苑2Fホールにて各フロア利用者様を誘導し一箇所で鑑賞して頂いていた。

　　しかし、体調が思わしくない方やホールに出てこられない方(寝たきりの方)など利用者様皆様　　

　　に行事が浸透していないように思われる。

　　今年度は、職員や慰問者様に各フロアをまわって頂いたりと今までにとらわれない形式を取り入れ始めた。その為、来年度は

　　①慰問者様の都合も考慮しつつ、皆様に喜んで頂ける行事の企画・運営を行う。(ホールでの行事のみにとらわれない。)

　　②慰問者様との交流も図っていく。(写真撮影やささやかな会話のコミュニケーションなど)




























